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以下の記載は、表題の診療ガイドラインから漢方製剤に関する記述を抽出したものです。診療にお

いて漢方製剤を使用される場合には、必ず、ガイドライン全体をお読みになり、その位置づけを正し

く理解された上で行ってください。 

ガイドラインのバージョンは最新のもののみを掲載しています。改定がなされていないガイドライン

は、そのまま掲載しています。このガイドラインとその中の漢方の記載を、診療の参考にすべきか

どうかの判断は、使用者の責任で行ってください。 
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Minds掲載 有 

 

■1甘草 

疾患: 

低カリウム血症 (副作用)  

引用など: 

    川合真一. 川井真一(編). ステロイドの上手な使い方. 永井書店, 2004: 16-22. 

 

副作用に関する記載ないしその要約: 

『Ⅳ治療、4薬剤の作用機序と副作用、1) 副腎皮質ステロイド』の項に、ステロイドと他の薬

剤の相互作用の表があり、下記の記載がある。 

『4.同時投与により起こりやすい合併症と薬剤 

低カリウム血症: サイアザイド系利尿薬、エタクリン酸、フロセミド、甘草、エフェドリン』 


